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「

要
約北
海
道
で
は
、
間
氷
期
と
現
在
に
は
流
水
と
重
力

に
よ

っ
て
地
形
が
形
成
さ
れ
た
が
、
氷
期
に
は
凍
結

作
用

(周
氷
河
作
用
)
が
強
く
働
き
、
そ
の
結
果
、

地
形
多
様
性
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
最
終
氷
期
の
北
海

道
で
は
、
低
地
ま
で
永
久
凍
土
が
形
成
さ
れ
構
造
土

や
凍
結
割
れ
目
の
化
石
な
ど
の
周
氷
河
現
象
が
形
成

さ
れ
た
。
凍
土
の
ク
リ
ー
プ
に
よ
る
非
対
称
谷
な
ど
、

本
州
以
南
で
は
み
ら
れ
な
い
地
形
も
形
成
さ
れ
た
。

日
高
山
脈
の
圏
谷
や
氷
食
谷
は
氷
期
の
編
年
に
と
っ

て
の
貴
重
な
地
形
で
あ
る
。

一

北

海
道

の
地

形

多
様

性

と

周

氷

河

現

象

・
氷
河
地
形

北
海
道
の
地
形
が
多
様
性
に
富
む
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
大
学
院
に
入

っ
て
か
ら
で
あ
る
。
道
東

や
道
北
で
地
形
調
査
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
北
海
道
に

は
本
州
以
南
に
は
存
在
し
な
い
地
形
タ
イ
プ
が
数
多
く
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
地
形
タ
イ
プ
と

は
、
地
形
形
成
作
用

(成
因
ま
た
は
プ

ロ
セ
ス
)
に
よ

っ

て
区
別
さ
れ
る
地
形
単
位
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
多
様
性

に
富
む
と
言
え
る
の
か
。

一
言
で
い
う
と
周
氷
河
現
象
と

氷
河
地
形
が
多
く
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
現
在
わ
れ
わ

れ
が
見
て
い
る
地
形
は
過
去

一
三
万
年
間
の
、
間
氷
期

・

氷
期

・
現
在

(現
在
も
間
氷
期
)
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
氷
期
の
北
海
道
は
、
現
在
の
北
極
圏
内
の
よ
う
な
、

寒
冷
な
気
候
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。
全
島
が
海
岸
ま
で
凍

結
環
境
に
あ
り
、
あ
ち
こ
ち
に
永
久
凍
土
が
形
成
さ
れ
、

地
形
は
お
も
に
凍
結
と
関
係
し
た
地
形
形
成
作
用

(
お
も

に
凍
結
と
融
解
の
作
用
)
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
環
境
を
周
氷
河
環
境
と
い
い
、
そ
こ
で
は
周
氷
河

現
象

・
地
形
が
で
き
る
。

地
形
の
広
が
り

(地
形
帯
)
と
気
候
帯
と
の
関
係
か
ら

み
た
と
き
、
気
候
地
形
帯
に
変
化
が
な
か

っ
た
本
州
以
南

で
は
、
間
氷
期

(現
在
)
に
も
氷
期
に
も
、
流
水
と
重
力

に
よ
る
地
形
形
成
作
用
が
卓
越
す
る
中
緯
度
湿
潤
気
候
地

形
帯

に
属
し
て
お
り
同
じ
地
形
タ
イ
プ
が
形
成
さ
れ
た

が
、
北
海
道
で
は
、
問
氷
期

(現
在
)
に
は
中
緯
度
湿
潤

気
候
地
形
帯
に
、
氷
期
に
は
周
氷
河
気
候
地
形
帯
に
属
し

た

(貝
塚

一
九
九
八
の
図
7

・
9
C
)
の
で
、
多
く
の
タ

イ
プ

の
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
北
海
道
の
地
形

が
多
様
性
に
富
む
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

北
海
道

の
地
形
多
様
性
を
考
え
る
時
に
は
、
周
氷
河
地
形

や
そ
の
他

の
氷
期
の
地
形
を
中
心
に
考
え
る
こ
と
に
な

る
。な
お
、
北
海
道
の
総
合
的

・
網
羅
的
な
地
形
の
具
体
像

は
小
疇
ほ
か

(
二
〇
〇
三
)
を
、
北
海
道
の
地
形
や
植
生

の
成
り
立
ち
は
小
野

・
五
十
嵐

(
一
九
九

一
)
を
、
山
岳

地
域
を
中
心
と
し
た
周
氷
河
地
形
と
氷
河
地
形
の
ビ
ジ

ュ

ア
ル
な
解
説
は
小
疇

尚
研
究
室

(二
〇
〇
五
)
を
参
照

さ
れ
た
い
。

二

周
氷
河
現
象
と
周
氷
河
地
形

周
氷
河
現
象
や
周
氷
河
地
形
を

つ
く
る
地
形
形
成
作
用

の
主
力
は
、
地
面

の
凍
結
と
融
解

に
よ
る
土
砂
移
動
で
あ

る
。
こ
の
作
用
に
よ
っ
て
で
き
る
形
態

・
形
状
の
う
ち
、

小
規
模
な
も
の
や
、
地
表
面
に
で
き
る
パ
タ
ー
ン
、
露
頭

や
土
壌
断
面
で
観
察
さ
れ
る
も
の
を
周
氷
河
現
象
、
数
十

メ
ー
ト
ル
以
上
の
形
態
や
斜
面
形
態
を
周
氷
河
地
形
と
呼

ぶ
。
周
氷
河
現
象
や
周
氷
河
地
形
は
、
種
類
が
多
く
、
分
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布
す
る
環
境
も
多
様
な
の
で
、
も
と
も
と
多
様
性
に
富
む
。

し
か
し
、
小
規
模
で
、
同
時
に
作
用
す
る
流
水
侵
食
や
重

力
移
動

に
よ

っ
て
容
易
に
破
壊
さ
れ
る
の
で
脆
弱
で
あ
る

(岩
田
二
〇
〇
五
)
。

現
在

の
北
海
道
の
間
氷
期
環
境
で
は
、
周
氷
河
地
形
や

周
氷
河
現
象
は
森
林
限
界
以
上
の
高
山
だ
け
で
お
も
に
作

用
し
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
場
所
が
大
雪
山
の
高
山
帯

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
土
が
分
布
す
る
(図
1
)
。
部
分
的

で
は
あ
る
が
、
永
久
凍
土
も
存
在
す
る
。
低
地
で
は
、
現

在
、
形
成
中
の
周
氷
河
現
象
は
道
北

・
道
東
の
牧
場
な
ど

に
形
成
さ
れ
る
ア
ー
ス
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
よ
う
な
小
規
模
は

構
造
土
だ
け
で
あ
る
。
山
地
の
樹
林
帯
の
中
の
岩
塊
内
部

に
は
地
中
氷
や
凍
土
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
が
各
地
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
氷
期
に
形
成
さ
れ
た
周
氷
河

地
形
や
周
氷
河
現
象
は
北
海
道
各
地
の
平
野
や
台
地
で
観

察
で
き
る
。
永
久
凍
土
が
存
在
し
た
証
拠
で
あ
る
凍
結
割

れ
目

(ア
イ

ス
ウ

ェ
ッ

ジ

や

ソ

イ

ル

ウ

ェ
ッ

ジ
)
の
化
石
形

(図

2
)

は
各
地
か
ら
報
告

さ
れ

て
い
る
し

(た
と
え
ば

三

浦

・
平

川

一
九

九

五
)
、
凍
結
融
解
作
用

に

よ

っ
て
土
壌
物
質
が
大

き
く
撹
乱
さ
れ
た
証
拠

で

あ

る

イ

ン

ボ

ル
ー

シ

ョ
ン

(波
状

・
炎
状

の
地
層

の
乱
れ
)
も
各

地

で

観

察

さ

れ

て

い

る
。

こ
れ
ら

の
地
層
中

の
周
氷
河
現
象

は
、
火

山
灰
や
火
砕
流
堆
積
物

1

2
-

3

m
o

o5

大雪火山群の北海平の風衝荒原(永 久凍土域)に みら

れる大型の多角形構造土(凍 結割れ目ネ ットワーク)。

現在 もしくは最近形成 され、割れ目の下には割れ目構

造(ソ イル ウェッジ:図 中のAで 確認)が ある。挿入

小地図のHは 白雲岳(2,230m)、 破線 は登山道。1976

年9月 岩田測量。

図1大 雪火山群

に
よ

っ
て
形
成
年

代
が
推
定
で
き
、

最
終
氷
期
の
環
境

を
復
元
す
る
う
え

で
貴
重
な
情
報
源

で
あ
る
。

北
海
道
に
な
だ

ら
か
な
斜
面
が
多

い
こ

と

の
原

因

が
、
周
氷
河
作
用

に
よ
る
斜
面
物
質

移
動

(ソ
リ
フ
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
呼
ば

れ
る
)
に
よ
る
斜

面
の
緩
傾
斜
化
で

あ
る
こ
と
を
最
初

1

北海道北部、宗谷支庁知来別の海岸段丘の砂礫層で観

察 された化石凍結割れ目のスケッチ。おそらく、割れ

目にはアイスウェッジ(氷 くさび)が 詰 まっていた。

1:凍 結 クリープの堆積物、2:有 機物 の薄層 、3:

段丘礫層(小 疇ほか1974に よ る)。

1,5輔

図2

に
指
摘
し
た
の
は
気
候
学
者
鈴
木
秀
夫
(鈴
木

一
九
六
二
)

で
あ

っ
た
。
鈴
木
は
地
形
の
観
察
か
ら
そ
の
よ
う
な
結
論

を
導
き
、
そ
の
後
の
化
石
周
氷
河
現
象
の
研
究
か
ら
周
氷

河
作
用
が
卓
越
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
斜
面

に
周
氷
河
物
質
移
動
作
用
が
働

い
た
直
接
的
な
証
拠
は
な

か
な
か
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に

岩
田
は
、
道
東
の
根
釧
原
野
を
東
西
に
流
れ
る
河
谷
に
南

向
き
谷
壁
斜
面
が
緩
や
か
な
非
対
称
谷
が
多
数
分
布
し
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ
が
周
氷
河
作
用
に
よ
る
こ
と

を
露
頭
観
察
か
ら
明
ら
か
に
し
た

(岩
田

一
九
七
七
)
。

非
対
称
谷
と
は
、
谷
沿
い
の
か
な
り
の
距
離
に
わ
た
っ

て
谷
の
両
側

の
谷
壁

の
傾
斜
が
異
な
っ
て
い
る
谷
で
あ

る
。
非
対
称
谷
の
う
ち
、
高
緯
度
地
方
に
あ

っ
て
永
久
凍

土
や
凍
結
融
解
作
用
と
関
係
し
て
形
成
さ
れ
る
も
の
を
周

氷
河
非
対
称
谷
と
呼
ぶ
。
古
く
か
ら
報
告
は
あ

っ
た
が
、

状
況
証
拠

に
よ
る
成
因
論
が
多
か

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
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形
学
者

フ
レ
ン
チ
は
、

↓
九
七
〇
年
代

は
じ
め
に
イ

ン
グ

ラ

ン
ド
南
部

と
カ
ナ
ダ
北
極
圏
で
く
わ
し

い
研
究
を
お
こ

な

っ
た

(
フ
レ
ン
チ
、

]
九
八
四
の
二
三
五
ー

二
四

一
、

三
三
三

三
三
六
ペ
ー
ジ
)
。
と
く
に
カ
ナ
ダ
北
極
圏
で
は

形
成
プ

ロ
セ

ス
の
観
測
を
お
こ
な

い
、
南
向
き
斜
面
で
お

こ

る
融
解

に
よ

る
ク

リ
ー
プ
が
水

流

を
南
側

に
押

し

つ

け
、
永
久
凍
土
融
解
期

の
河
川
侵
食

に
よ

っ
て
北
向

き
斜

面

の
脚
部
が
侵
食
さ
れ
る
プ

ロ
セ
ス
を
示
し
た
。

根
釧
原
野

の
台
地

で
は
、
西

か
ら
東

に
、
多
く

の
川
が

平
行
し

て
流
れ

て
い
る
。

ゆ
る
や

か
に
起

伏
す
る
牧
場
地

帯

に
、
小
さ
く
蛇
行
す
る
深

さ

一
〇
1

二
〇

m
の
谷
が
彫

り
込
ま
れ

て
い
る
。
す

べ
て
の
谷

の
長

い
区
間

で
谷
壁
斜

面
の
傾
斜
が
、
北
向
き
斜
面
で
急
、
南
向

き
斜
面
が
緩
や

か
に
な

っ
て

い
る

(図

3
)
。
台
地
を
刻
む
谷
の
非
対
称
性
が
こ
れ

ほ
ど
著
し
い
場
所
は
日
本
に
は
こ
こ
以
外

に
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
谷
の
地
形
は
、
摩
周
火
山
か

ら
噴
出
し
た
完
新
世
初
期
の
降
下
火
山
灰

に
お
お
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
谷

が
形
成
さ
れ
た
の
は
最
終
氷
期
で
あ
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
最
終
氷
期

の
根
釧
原

野
に
永
久
凍
土
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
も

確
か
で
あ
る
か
ら
、
状
況
証
拠
か
ら
は
周

氷
河
性
非
対
称
谷
で
あ

0

根釧原野、上春別の春別川の非対称谷の横断面形。現地で簡易断面測量

をおこなった(1972年8月)。 断面の下の数字 は傾斜角度、右側の地図

は断面の位置 を示す。等高線間隔は5m。

図3

る
と
い
え
よ
う

こ
の

こ
と
の
確
証
を
得
る
た

め
に
は
、
谷
壁
斜
面
形

成
と
関
係
し
た
作
用
を

し
め
す
堆
積
物
を
見
つ

け
る
必
要
が
あ
る
。
谷

を
渡
る
道
路
の
切
り
通

し
や
土
採
り
場
で
は
谷
壁
斜
面
と
堆
積

物
の
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
北

向
き
の
急
な
谷
壁
斜
面
で
は
台
地
を
つ

く

っ
て
い
る
砂
礫
層

(扇
状
地
礫
層
)

が
切
ら
れ
て
直
接
完
新
世
テ
フ
ラ
に
覆

わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
南
向
き
の
谷
壁

斜
面
で
は
砂
礫
層
と
完
新
世
火
山
灰
と

の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
堆
積
物
が
存
在
し

た
。
代
表
的
な
露
頭
を
図
4
に
示
す
。

こ
こ
で
は
、
段
丘
の
低
い
部
分
を
埋
め

て
い
る
の
は
、
三
種
類
の
堆
積
物
で
あ

る
。
ひ
と
つ
は
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て

20ム06080m

[=]6□7匪=]8[=コ9〔=コ10

根室 支庁標津の南西6km(東 茶 志骨、西1線 オンネ橋)に あった土取場

の非対称谷の露頭の断面スケッチと写真(1972年8月)。 右側が南なの

で、この断面 は非対称谷の南向き斜面の断面である。1:風 成火山噴出

物(MLは 最終氷期末の風化火山灰)、2:周 氷河 クリープによる堆積

物(い わゆるソリフラクション堆積物)、3:吹 きたまった火山噴出物

(BFは 屈 斜路火山の噴出物)、4:斜 面 流水堆積物、5:扇 状地礫層、

6:降 下軽石、7:軽 石質火砕流、8:腐 植質土壌、9:風 化火山灰、

10:砂 礫 層。

o

図4

吹
き
た
ま

っ
た
火
山
灰
や
軽
石
、
第
二
は
斜
面
を
流
下
し

た
流
れ
に
よ
る
流
水
堆
積
物

(雪
解
け
水
と
凍
土
の
融
け

水
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
)
、
第
三
は
、
よ
ご
れ
た
無
層
理

の
、
水

つ
き
の
細
礫
含
み
細
粒

(シ
ル
ト
)
堆
積
物
で
あ

る
。
最
後
の
も
の
は
、
現
在
の
根
釧
原
野
で
初
春
の
牧
草

地
で
見
ら
れ
る
、
凍
土
が
融
解
し
て
ク
リ
ー
プ
を
お
こ
し

て
い
る
の
と
同
じ
物
質
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
周
氷
河
堆
積

物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
根
釧
原
野
の
台
地
の
非
対
称

谷
の
成
因
は
、
風
に
飛
ば
さ
れ
た
火
山
灰
の
堆
積
と
、
周

氷
河
性
ク
リ
ー
プ
に
よ
る
斜
面
変
形
に
よ
る
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
い
ず
れ
も
森
林
の
な

い
周
氷
河
環
境
で
お
こ
る
の

で
、
根
釧
原
野
の
非
対
称
谷
は
周
氷
河
性
非
対
称
谷
で
あ
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る
と
い
え
よ
う
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
北
緯
五
〇
度
以
北

の

高
緯
度

に
形
成
さ
れ
た
非

対
称
谷
が
、
北
海
道

で
は
北
緯

四
三

・
五
度

と

い
う
相
対
的

な
低
緯
度

で
形
成
さ
れ

て
い

た
と

い
う

の
は
、
北
海
道

の
氷
期

の
環
境
が
特
異

で
あ

っ

た
証
拠

の

一
つ
で
あ

る
。
特
異

と
い
う

の
は
、
低
緯
度

に

位

置
す
る
凍
土
環
境

な
の
で
、
日
射

が
強

く
凍

土
ク
リ
ー

プ
が
盛

ん
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

三

氷
河
地
形

周
氷
河
環
境
は
積
雪
量
が
少

な

い
寒
冷
乾
燥
な
場
所

に

あ
ら
わ
れ
る
が
、
降
雪
量

の
多

い
寒
冷
湿
潤
な
場
所
は
雪

氷

に
覆
わ
れ
た
氷
河
環
境

に
な
る
。
氷
期

の
北
海
道

の
海
抜

一
〇
〇
〇

m
以
上
の
多
く

は
、
山
地
効
果

に

よ
る
降
雪

の
増
加

と
夏

の
低
温
化

に
よ

っ
て
氷
河
環

境

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
明
瞭
な
氷

河

地
形
が
存
在

す
る

の
は
日
高
山
脈
だ
け
で
あ
る
。
斜

里
岳

・
利

尻
岳

・
大
雪
火
山
群
な
ど
か
ら
氷

河
地

形

の
報
告
が
あ

る
が
、
教
科
書
的
な
形
態

で
は
な

い
の

で
広
く
認

め
ら
れ
る
に
は
い
た

っ
て

い
な

い
。

教
科
書
的
な
氷
河
地
形
が

み
ら
れ
る
の
は
日
高
山

脈
で
、
多
数

の
圏
谷

(け
ん

こ
く
)
が
あ

る
。
北
日

高

の
い
く

つ
か
の
圏
谷

で
は
、
そ
の
下
流

に
氷
食
谷

(U
字
谷
)
が
形
成
さ
れ

て
い
る
。
圏
谷
は
登
山
者

の

間
で
は
カ
ー

ル
と
し

て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。
[
♪

い

ざ

行

こ
う

我

が
友

よ

日
高

の
山

に
夏

の
旅

に

北

の
山

の
カ
ー
ル

の
中

に
眠

ろ
う
よ
♪
」

(山

の
四

季

H
朝
比
奈
英
三
作
詞
)

と
歌

わ
れ

て
い
る
。
日
高

山

脈

の
圏

谷

の
特
徴

は
形

が
き

れ

い
な

こ

と

で
あ

る
。
そ

の
代
表

は
幌

尻
岳

の
七

ッ
沼
カ
ー

ル
で
あ
ろ

う

か
(図
5
)
。

い
く

つ
も

の
池
、
火
山
砂

の
浜
、
岩

塊
地
、
残
雪
、
咲

き
乱

れ
る
高
山
植
物
、

天
上

の
楽

園

で
あ
る

(図
6
)
。

日
高

山
脈

の
氷
河
地
形

の
本
格
的
な
研
究
は
、
本
州

の

日
本

ア

ル
プ

ス
で
の
研
究
よ
り
古

く
、

一
九
五
〇
年
代

に

は
分
布

の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
り
、
新

旧
二
時

期

に
分

か

れ
る
こ
と
も
橋
本
誠

一
∵

熊

野
純
男

に
よ

っ
て
明
ら
か

に

さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
代

に
は
小

野
有

五
・平
川

一
臣

(小

野

・
平
川

一
九
七
五
)

に
よ

っ
て
火
山
灰

に
よ

る
編
年

も

お
こ
な
わ
れ
、

一
九
九
〇
年
代

に
は
氷
食
谷

の
堆
積
物
も

岩
崎

正
吾

の

一
連

の
研
究

(岩
崎
ほ

か
二
〇
〇
〇

a
、

二

〇

〇
〇
b
、

二
〇
〇

二
)

に
よ

っ
て
解

明
さ
れ
た
。
日
高

山
脈

の
氷
河
地
形

は
、
火
山
灰
編
年

学

に
よ

っ
て
形
成
時

期

が
は

っ
き
り
し

て
お
り
、
氷
河
変
動

も
日
本

で
も

っ
と

日高山脈幌尻(ポ ロシリ)岳 の圏谷地形。左側 は七 ッ沼カール、右側は

ポロシリ北カール。戸蔦別(ト ッタベツ)岳 山頂(1,959m)か ら。1998

年7月 岩 田撮影。

図5

も
よ
く
研
究
さ
れ
た
場
所

と
な

っ
て
い
る
。
最
終
氷
期
末

の
極
相

期

(ピ
○
ζ
"
目
ゴ
Φ
け
霧
叶
○
す
o
一巴

ζ
鋤
×
巨

=
白

約

二
万
年
前
)

の
ト
ッ
タ

ベ
ツ
亜
氷
期
よ
り
も
、

五
～
四

万
年
前

の
ポ

ロ
シ
リ
亜
氷
期

の
方
が
氷
河
は
拡
大

し
た

こ

と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
れ
ま
で
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
北
米

の
山
岳
氷
河

で
は
氷
床
変
動

に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、
L
G
M

の
最
大
拡
大
が
強
調

さ
れ
て

い
た
が
、
ア
ジ

ア
や
南
半
球

の
山
岳
氷
河
は
五
～

四
万
年
前
が
最
大
拡
大
し
た
こ
と
が

し
だ

い
に
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味

で
日
高

山
脈

の
氷
河
地
形
は
世
界

の
模
式
地

に
な
る
べ
き

も

の
で
あ

ろ
う
。

＼1翻2　 皿m3恥4n5♂60-m

⊂ヨ7呼8-w9三 灘10勉)11)1臓12琳 ・13 、,1!N4

図6日 高山脈幌尻(ポ ロシリ)岳 七ッ沼カールの地形。左:国 土地理院発行

の1:25,000地 形図か ら20m間 隔 で等高線 を抜 き出した もの。右:
地形学図(小 野・平川、1975を 簡 略化 した)。1:水 流、2:池 、3:

トッタベ ツ亜氷期の圏谷壁、4:ポ ロシリ亜氷期の圏谷壁、5:完 新世

の氷食崖、6:ト ッタベ ツ亜氷期のモレーン、7:ポ ロシ リ亜氷期のモ

レーン、8:完 新世のモレーン、9:プ ロテラスランパー ト(雪渓の下

端 にで きる岩屑の堆積)、10:ト ッタベ ツ亜氷期 の流水堆積物、11:

ロ ッシュム トネ(氷 食 こぶ)、12:緩 や かな氷食台地、13:周 氷 河斜面、
14:崖 錐。
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四

北
海
道
の
地
形
の
重
要
性

目
の
前
に
拡
が
る
多
様
な
地
形
を
解
明
す
る
の
は
お
も

し
ろ
い
。
そ
の
成
り
立
ち
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
目
の
前

の

自
然
を
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

氷
河
時
代
の
地
形
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
周

氷
河
現
象
や
氷
河
地
形
の
理
解
に
は
そ
れ
は
必
須

の
こ
と

で
あ
る
。

一
方
、
気
候
に
支
配
さ
れ
て
形
成
さ
れ
る
周
氷

河
現
象
や
氷
河
地
形
は
繊
細
で
、
強
力
な
河
川
侵
食
や
重

力
移
動
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
や
す
い
。
と
く
に
小
規
模
な

周
氷
河
現
象
は
ち
ょ
つ
と
し
た
工
事
や
人
間
の
踏
み
荒
ら

し
に
よ
っ
て
も
破
壊
さ
れ
る
。
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
世

界
的
に
み
て
も
貴
重
な
北
海
道
の
周
氷
河
地
形
と
氷
河
地

形
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

文
献
フ
レ
ン
チ
、
H
.
M
.
、
小
野
有
五
訳

(
一
九
八
四
)
周
氷
河

環
境
、
古
今
書
院
、
四

=

頁
。

岩
崎
正
吾

・
平
川

一
臣

・
澤
柿
教
伸

(二
〇
〇
〇

a
)
日
高
山

脈

エ
サ
オ

マ
ン
ト
ッ
タ
ベ
ッ
川
流
域

に
お
け
る
第
四
紀
後

期

の
氷
河
作
用
と
そ
の
編
年
、
地
学
雑
誌
、
]
〇
九
、
三
七

五
五
。

岩
崎
正
吾

・
平
川

一
臣

・
澤
柿
教
伸

(二
〇
〇
〇
b
)
日
高
山

脈
ト
ッ
タ
ベ
ッ
川
流
域

に
お
け
る
第
四
紀
後
期

の
氷
河
作

用
と
そ
の
編
年
、
地
理
学
評
論
、
七
三
、
四
九
八
-
五
二
二
。

岩
崎
正
吾

・
平
川

一
臣

・
澤
柿
教
伸

(二
〇
〇
二
)
日
高
山
脈

ト
ッ
タ
ベ
ツ
谷
に
お
け
る
氷
河
底
変
形
地
層
に
つ
い
て
、
地

学
雑
誌
、

一
一
一
、
五

一
九
1
五
三
〇
。

岩
田
修
二

(
一
九
七
七
)
根
釧
原
野
、
上
春
別
付
近
の
周
氷
河

非
対
称
谷
、
地
理
学
評
論
、
五
〇
、
四
五
五
-
四
七
〇
。

岩
田
修
二

(二
〇
〇
五
)
周
氷
河
地
形
の
多
様
性
と
脆
弱
性
、

地
球
環
境
、

一
〇
、

一
五
三
-

一
六
二
。

貝
塚
爽
平

(
一
九
九
八
)
発
達
史
地
形
学
、
東
京
大
学
出
版
会
、

二
八
六
頁
。

小
疇

尚
研
究
室

(編
)
(二
〇
〇
五
)
山
に
学
ぶ

歩
い
て

観
て
考
え
る
山
の
自
然

ー

、
古
今
書
院
、

一
七
〇
頁
。

小
疇

尚

・
福
田
正
己

・
石
城
謙
吉

・
酒
井

昭

・
佐
久
間
敏

雄
・菊
地
勝
弘

(編
)
(
一
九
九
四
)
日
本
の
自
然

地
域
編

一
北
海
道
、
岩
波
書
店
、

一
七
六
頁
。

小
疇

尚

・
野
上
道
男

・
岩
田
修
二

(
一
九
七
四
)
北
海
道
東

部
の

8
Φ
宅
Φ匹
ひq
①
o
鋤
ωけ、
地
学
雑
誌
、
八
三
、
四
八
-
六
〇
。

小
疇

尚

・
野
上
道
男

・
小
野
有
五
・
平
川

一
臣

(編

)
(二
〇

〇
三
)
日
本
の
地
形
二

北
海
道
、
東
京
大
学
出
版
会
、
三

五
八
頁
。

三
浦
英
樹

・
平
川

一
臣

(
一
九
九
五
)
北
海
道
北

・
東
部
に
お

け
る
化
石
凍
結
割
れ
目
構
造
の
起
源
、
地
学
雑
誌
、
一
〇
四
、

一
八
九
ー
二
二
四
。

小
野
有
五
・
平
川

一
臣

(
一
九
七
五
)
ヴ

ュ
ル
ム
氷
期
に
お
け

る
日
高
山
脈
周
辺
の
地
形
形
成
環
境
、
地
理
学
評
論
、
四
八
、

四
四
-
五
六
。

小
野
有
五
・
五
十
嵐
八
枝
子

(
一
九
九

一
)
北
海
道

の
自
然
史
、

北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
=

九
頁
。

鈴
木
秀
夫

(
一
九
六
二
)
低
位
周
氷
河
現
象

の
南
限

と
最
終
氷

期
の
気
候
区
界
、
地
理
学
評
論
、
三
五
、
六
七
-
七
六
。
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